








































　ア趣旨、目的、方法、内容について検討した。（英語科会議 20 年	7 月 25 日）
　イ実施に向けての具体的な方法等を検討し基本線を決定した。（英語科会議 20 年 10 月３日）
　ウ実施要項及び実施の手順について確認した。（英語科会議 20 年 11 月 14 日）
　エ椎木町公民館長と本行事実施要項について協議した。（館長宅にて 20 年 12 月	1 日）
　オ椎木町役員に実施計画書を提示して協力を求めた。（地域学校連絡会 21 年 5 月 19 日）
　カ具体的な実施計画について協議し、実施を決定した。（英語科会議 21 年 6 月 26 日）
　キ公民館長にホストファミリーの募集のチラシ配布を依頼した。（21 年 6 月 29 日）
　ク応募してくれたホストファミリーを集約した。（21 年 9 月 1 日）
　ケ各ファミリーに実施希望期日の調査をした。（21 年 9 月 25 日）
　コ留学生にホームステイ参加希望調査をした。（21 年 9 月 28 日）
　サ希望した留学生を各家庭に割り振りし、事前説明をした。（21 年 10 月 2 日）
　シ留学生にホームステイの心得や留意事項について事前指導をした。（21 年 10 月 6 日）
　ス最終確認（家の確認・事前連絡 ･準備等）をした。（21 年 10 月 9 日）
　　実施　第一団　10 月 10 日（土）〜 11 日（日）2家庭へ 4人























　　1) 留学生の留意事項　　2) ホームステイ家庭の留意事項　　3) 学校（教職員）側の留意事項




















































































































５大満足 ４満足 ３普通 ２不十分 １不満足
ア日本の家庭料理 ５人 71% ２人	29%
イ日本の生活習慣の体験 ４		57 ３			43
ウ日本についての会話 ３		43 ３			43 １人	14％








ア十分に聞き取れた ２人 29% イ大体聞き取れた ４人　57% ウあまり聞き取れなかった １人　14%
　ウ生活習慣の違いで困ることがなかったですか
ア全くなかった ６人　86％ イ少しあった １人　14% ウたくさんあった １人　14%
　エ日本の家庭料理を食べることができましたか











































































































































































































































































































　(2)　現在は 1泊 2 日だけで終わっているが、これをかつて在留米軍家庭に 1週間訪問生活してい
たような生活体験のできるホームステイの形態がとれるようにしたい。（この訪問がもとになり、
卒業までに誕生会、クリスマス会、卒業祝賀会などの交流が続いた。）
　(3)　さらに発展的に考えると、ホストが日本における精神的な里親的な立場にまでなってもらえ
たら、これ以上の民間交流はないと考える。　
Ⅴ．まとめ
１　今年度開始したホームステイであったので、問題が起きたり失敗すれば継続できないという思
いから、計画立案から事前準備、実施中の配慮や事後指導まで注意深くこの行事に取り組んだが、
一応成功しそれなりの効果があったという結果になり、喜ばしい限りである。
２　本研究の目的として設定した内容「留学生の教育効果を高めるホームステイ」からは若干はず
れた調査研究となり、教育効果を高めることにどの程度このホームステイが役立ったかという点
は解明できていないが、次年度以降の継続課題として取り組みたいと考える。
３　今年度の実施の反省をふまえて、次年度以降さらに発展的な取り組みができるように努力し、
留学生にもホストファミリーにも喜んでもらえるような充実した行事にしていきたい。
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